
様　式　イ

新 ま ち づ く り 計 画 （ H16 ～ 18 ） 事 業 総 括 調 書

19 年 度 以 降 の 方 向 性 ・ 事業の予定
機能訓練ニーズの増加への対応と診療体制の充実について引き続き検討していく。

施策体系ｺｰﾄﾞ 2-3-1 事 業 名
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札幌市発達医療センタ－の機能の充実

子)児童福祉総合センタ－発達医療センタ－　松澤　祥子　 622-8640

全　　体　　計　　画　　(　　当　　初　　)

担 当

事

業

内

容

障がいのある子どもの早期診断・療育の充実を図るため、発達
医療センタ－において新たに精神科を診療科目に追加して自
閉症児の療育等の取り組みを進めるとともに、難聴幼児の言
語聴覚療法のための遮音効果のある検査・指導室の拡充など
施設の一部改修を行う。

＜年 度 別 の 事 業 内 容＞
17年度
　検査・指導室の遮音工事

平 成 16 年 度 事 業 内 容 （ 決 算 ） 平 成 17 年 度 事 業 内 容 　（ 決 算 ）
1　発達の遅れや心身の障がいが疑われる児童を対象に、早
期診断、早期療育、家族支援などを行う。
(1)小児科、整形外科、耳鼻咽喉科、眼科、歯科の診療科で医
学的診断と治療を行う。
(2)理学療法や作業療法、言語聴覚療法などのリハビリテ－
ションを行う。
(3)保育や育児相談、障がいや健康面の相談、福祉に関する
情報提供などを行う。
２　言語聴覚士１名の配置(平成16年４月から)及び第1種非常
勤心理判定員の職の設置を行った(平成１６年８月から)。
３　関係機関との医療連携を行う（養護学校2校、整肢園2カ
所、知的障がい児通園施設1カ所の診療業務)。
４　職員総数３1人：職員２１人（小児科医２人、整形外科医１
人、看護師６人、事務職１人、作業療法士３人、理学療法士４
人、言語聴覚士２人、保育士２人）、第２種非常勤４人（言語聴
覚士３人、臨床検査技師１人）、第１種非常勤６人（薬剤師１
人、放射線技師１人、医師３人、心理判定員１人）
５　平成16年度利用人数：1,260人

1　発達の遅れや心身の障がいが疑われる児童を対象に、早
期診断、早期療育、家族支援などを行う。
(1)小児科、整形外科、耳鼻咽喉科、眼科、歯科の診療科で医
学的診断と治療を行う。
(2)理学療法や作業療法、言語聴覚療法などのリハビリテ－
ションを行う。
(3)保育や育児相談、障がいや健康面の相談、福祉に関する
情報提供などを行う。
２  関係機関との医療連携を行う（養護学校2校、整肢園2カ
所、知的障がい児通園施設1カ所の診療業務)。
３　職員総数３1人：職員２１人（小児科医２人、整形外科医１
人、看護師６人、事務職１人、作業療法士３人、理学療法士４
人、言語聴覚士２人、保育士２人）、第２種非常勤４人（言語聴
覚士３人、臨床検査技師１人）、第１種非常勤６人（薬剤師１
人、放射線技師１人、医師３人、心理判定員１人）
４　指導室２か所の戸及び床の遮音工事を実施。
５　平成17年度利用人数：1,109人

平 成 18 年 度 事 業 内 容 　（ 決 算 ）
1　発達の遅れや心身の障がいが疑われる児童を対象に、早
期診断、早期療育、家族支援などを行う。
(1)小児科、整形外科、耳鼻咽喉科、眼科、歯科の診療科で医
学的診断と治療を行う。
(2)理学療法や作業療法、言語聴覚療法などのリハビリテ－
ションを行う。
(3)保育や育児相談、障がいや健康面の相談、福祉に関する
情報提供などを行う。
２  関係機関との医療連携を行う（養護学校2校、整肢園2カ
所、知的障がい児通園施設1カ所の診療業務)。
３　職員総数３1人：職員２１人（小児科医２人、整形外科医１
人、看護師６人、事務職１人、作業療法士３人、理学療法士４
人、言語聴覚士２人、保育士２人）、第２種非常勤４人（言語聴
覚士３人、臨床検査技師１人）、第１種非常勤６人（薬剤師１
人、放射線技師１人、医師３人、心理判定員１人）
４　平成18年度利用人数：1,256人
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評    価　（　成　果　）

課    題

指導室の遮音効果が向上し、言語聴覚療法のための療育環
境が整備された。

早期療育を必要とする乳幼児が毎年一定数新規に受診する
一方、学齢期以後で機能訓練を受けている児童が全体の約
半数となっている。療育・訓練ニーズの増加に対応するため、
さらなる機能訓練体制の充実が必要である。
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（単位：千円）

2-3-1

計

3,000

項  目

事　　業　　費　　の　　推　　移

事 業 名 札幌市発達医療センタ－の機能の充実施策体系ｺｰﾄﾞ

0
0
0

3,000
1,304
0
0

1,304
0

18 年 度

0
0
0
0
0
0

17 年 度

3,000
0
0
0

3,000
1,304
0
0

1,304
0

16 年 度

0
0
0
0
0
0

国 ･ 道支 出金

事 業 費

財

源

内

訳

計　画 市 債

そ の 他

一 般 財 源

実　績

計  画  と  の  差  異  (　予　算　・　事　業　内　容　・　規　模　・　時　期　等　)

［全   体］［16年度］［17年度］［18年度］

計画事業費と実績事業費の差異は、工法の見直しによるものである。

18 年 度 末
( 目 標 )

国 ･ 道支 出金

事 業 費

財

源

内

訳

市 債

そ の 他

一 般 財 源

主　な　施　設、　サ　ー　ビ　ス　等　の　整　備　水　準

18 年 度 末
( 実 績 ）

17 年 度 末
( 実 績 )

16 年 度 末
( 実 績 )

15 年 度 末
( 現 状 )

項　　　　　　目

予　算　事　業　名( 小 事 業 名 )

関　　連　　予　　算　　事　　業　　内　　訳

経・臨 枠内外 16年度 17年度 18年度 計

発達医療センター訓練事業費（一部） 経常 枠内

計 0

1,304

1,304 0

1,304

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

－

－

0

0

0

0

1,304

進捗率(％ )

－
－
－
－
－
43.5
－

－


